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2019年5月

２０１９年３月期決算説明



２０１９年３月期 業績の概要
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単位：百万円 （ ）内前期比

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

純 利 益

2019年3月期
44,065

(4.1%)

3,510

(13.1%)

3,593

(7.1%)

2,589

(75.4%)
129.56円

2018年3月期
42,321

(15.2%)

3,103

(23.0%)

3,354

(65.6%)

1,476

(0.6%)
73.85円

売上
• 期中後半にかけてアジアでの需要が鈍化したものの、国内を中心に堅調に推移

したことから、売上高は前期比4.1％増の440億6千5百万円となった。

利益
• 営業利益は、射出成形機の販売増と単価上昇により、前期比13.1％増の

35億1千万円。
• 経常利益は35億9千3百万円（前期比7.1％増）、当期純利益は25億8千9百万円

（同75.4％増）となった。

２０１９年３月期 連結経営成績
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2018年3月期
実績

2019年3月期

実績

対前期比

差異 率

射 出 成 形 機 32,344 33,672 1,328 4.1

周 辺 機 器 3,001 2,760 △241 △8.0

部 品 5,354 5,400 45 0.9

金 型 ・ 中 古 機 1,050 1,170 119 11.3

そ の 他 569 1,061 491 86.4

売 上 高 合 計 42,321 44,065 1,743 4.1

売 上 総 利 益 12,030 13,015 984 8.2

一 般 管 理 販 売 費 8,927 9,504 577 6.5

営 業 利 益 3,103 3,510 407 13.1

経 常 利 益 3,354 3,593 239 7.1

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

1,476 2,589 1,113 75.4

連結業績概要 ［前期比］

単位： 百万円、比率％
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18/3期 実績 日本 アメリカ地域 アジア地域 19/3期 実績

＋518＋1,649 △424

＋1,743百万円42,321 44,065

外部顧客への売上高の増減

自動車関連等の
需要が堅調に
推移

自動車関連等を
中心に需要が
堅調に推移

ＩＴ関連を中心に
需要が鈍化

百万円

30,000

20,000

0

アジア地域

12,264

日 本

21,052

アメリカ地域

9,004

10,000

40,000

9,522

11,840

22,702

連結売上高（セグメント別）増減 ［2018年3月期⇒2019年3月期］
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3,103
3,510

0

1,000

2,000

3,000

4,000

18/3期 実績 成形機 周辺機器 その他 管販費 19/3期 実績

百万円

△577△264

＋927

＋321

＋407百万円

営業利益
営業利益

販売台数増に伴う
利益増加

周辺機器、
部品、金型等

変動費（運搬費、販売
手数料）の増加等

連結営業利益（製品別）増減 ［2018年3月期⇒2019年3月期］
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0

1,000

2,000

3,000

18/3 日本 アメリカ地域 アジア地域 19/3

アジア地域

843

アメリカ地域

580

日本

2,022

百万円
日本

＋59

日本

2,081

アメリカ

429

アジア

706

3,2183,445

アメリカ

△151 アジア

△136

△227百万円

18/3期
セグメント利益

19/3期
セグメント利益

（セグメント間取引消去前）

連結営業利益（セグメント別）増減 [2018年3月期⇒2019年3月期]



0

1,000

2,000

3,000

セグメント利益 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引消去 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間修正 連結営業利益

アジア地域

706

アメリカ地域

429

日本

2,081

営業利益

3,510

3,218 ＋292百万円 3,510

百万円

8

＋49

販売子会社
未実現利益

＋242

その他
連結修正

（財務諸表 記載額）（セグメント間取引消去前）

連結営業利益 ～セグメント間取引消去

このうち107百万円は･･･
太倉工場の在庫機の外部
販売による利益押上げ
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3,354
3,593

0

1,000

2,000

3,000

18/3期 実績 営業利益変動 為替影響 その他営業外収支 19/3期 実績

＋398

△231
＋72

＋239百万円

経常利益
経常利益

18/3期 為替差損 10

19/3期 為替差損 241

＄円レート： 18年 3月末 ￥106.24 ⇒ 19年 3月末 ￥110.99
元円レート： 17年12月末 ￥17.29 ⇒ 18年12月末 ￥16.16

百万円

為替影響以外の
営業外収支の増減

営業利益増に
よる利益増加

連結経常利益の増減 ［2018年3月期⇒2019年3月期］
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

資産の部 負債・純資産の部 資産の部 負債・純資産の部

流動資産
41,704

固定資産
14,771

負債
24,618

純資産
31,857

流動資産
41,250
(△453)

負債
22,981

（△1,637）

純資産
33,860

（＋2,002）

56,476 56,841＋364百万円

2018年3月末 2019年3月末

固定資産
15,590
(＋818)

現預金 △235
受取手形・売掛金 ＋368
仕掛品 ＋415
原材料・貯蔵品 ＋968

有形固定資産 ＋718
無形固定資産 ＋33
投資その他資産 ＋65

支払手形・買掛金 △791
長期借入金 △467

利益剰余金 ＋2,189
為替換算調整勘定 △115

百万円

連結貸借対照表の増減 ［2018年3月末⇒2019年3月末］
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12,436 12,201

期首残高 営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ 換算差額等 期末残高

16,000

12,000

8,000

0

10,000

14,000

百万円

△1,596

△59△1,186

＋2,607

△235百万円

投資ＣＦ
有形固定資産の取得 1,290
無形固定資産の取得 198 等

財務ＣＦ
長期借入金の返済 767
配当金の支払額 399 等

営業ＣＦ
税金等調整前当期純利益 3,593
たな卸資産の増加額 1,462
仕入債務の減少額 1,000 等

第６２期
期末残高

第６３期
期末残高

連結キャッシュフロー ～現金及び現金同等物の増減～



502

465

402

348

421

394

447

268

351

592

644

640

656

61840

28

60

61

45

53

451

518 327 766

0 500 1,000 1,500

19/3下期

19/3上期

18/3下期

18/3上期

17/3下期

17/3上期

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

自動車関連、ＩＴ関連、医療・容器関連の３本柱が、
出荷の大半を占めている。

（2.9%）

（29.7%） （25.2%） （41.2%）

（25.6%） （25.9%） （45.5%）

（3.8%） （28.2%） （28.0%） （40.0%）

（37.9%）

（31.1%） （19.7%） （46.0%）

（32.2%） （27.0%）

（29.7%） （19.8%） （48.4%）

1,564

1,354

1,357

1,664

1,598

1,560
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（2.9%）

（3.2%）

（2.1%）

（3.9%）

射出成形機の需要先別出荷台数推移（当社）
２０１９年３月期
➢自動車…国内・海外とも堅調。
➢ＩＴ…国内外、特に中国が減少傾向。
➢医療・容器他…医療機器は国内横ばい、
中国が伸長、容器類は国内堅調。
➢家電…国内外とも横ばい。
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射出成形機の受注推移



319

363

506

476

336

306

626

717

710

726

687

678

50

68

57

28

94

40

583

390

395

416

626

543

0 500 1,000 1,500 2,000

19/3下期

19/3上期

18/3下期

18/3上期

17/3下期

17/3上期

台

家電 自動車 ＩＴ 医療・容器他

（2.0%）

（3.4%）

（31.4%） （27.3%） （38.2%）

（26.7%） （23.0%） （47.0%）

（3.8%） （30.0%） （26.3%） （40.0%）

（5.2%） （34.8%） （20.2%） （39.8%）

（3.1%）

（29.9%） （23.0%） （45.1%）

（27.8%） （21.6%） （47.8%）

1,856

1,813

1,463

1,419

1,389

1,800

（2.8%）

14

射出成形機の需要先別受注台数推移（当社）

・ 2019年3月期下期の受注は 1,389台。半期で1,800台という高水準の受注が

続いていたが、19年3月期下期はすべての業種で減速、様子見ムードが広がる。

台数ベース構成比は、自動車30％、ＩＴ23％、医療容器他45％、家電2％。
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0

500

1,000
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2,000

2,500

3,000

3,500受注台数

受注額

2017年から高水準な設備需要が持続し、毎月３００台前後の受注を記録していたが、米中貿易摩擦の影響等

により減速傾向にあるものの、４月の受注台数は２３３台となり、やや持ち直しの状態となっている。
台

タイ水害復興需要

中国ＩＴ
関連需要

中国ＩＴ
(MIM)需要

中国LED照明
向け需要

百万円

中国IT
関連需要

射出成形機の受注台数推移（当社） ※単体における契約ベース

15

米中貿易
摩擦
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２０２０年３月期計画について
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経営方針

１．真のグローバル経営の強化

２．グローバル市場への積極的展開による

営業強化

３．グローバル生産体制の強化

４．グローバルリスク管理体制の強化

２０２０年３月期 経営方針
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単位 ： 百万円、比率％

２０２０年３月期 連結損益計画

2019年3月期
実績

2020年3月期 連結計画

通期 増減 ％

売 上 高 44,065 44,500 1.0

営 業 利 益 3,510 3,600 2.6

(利益率） 8.0 8.1 －

経 常 利 益 3,593 3,700 3.0

(利益率） 8.2 8.3 －

当 期 純 利 益 2,589 2,800 8.1

(利益率） 5.9 6.3 －



２０２０年３月期 本社工場をはじめ、国内外工場での設備増強、建屋改修等を計画。

２０２０年３月期 計画

主な設備等 本社工場

工作機械新規導入・更新

設備改修、ｼｽﾃﾑ改修、他

３Ｄ ＣＡＤ関連費用

海外会計ｼｽﾃﾑ、他

太倉工場 増築工事

タイ工場 設備増強

米国工場 追加設備

日精ﾎﾝﾏ 設備増強・他

日精ﾒﾀﾙ 設備増強・改修

その他、維持投資等

296

99

21

68

380

19

7

472

300

241

設備投資総額 1,903

発注済投資案件

本社出資 太倉工場増資 380

減価償却費 920

研究開発費 360
19

連結設備投資・研究開発計画

百万円
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15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3予想

1株当り配当額

１株当り純利益

自己資本利益率

配当性向

年間配当金／配当性向(連結)の推移円

・２０２０年３月期 年間配当は、1株について30.00円（中間15.00円、期末15.00円）を予定。

％

2015/3月期 2016/3月期 2017/3月期 2018/3月期 2019/3月期
2020/3月期

（予想）

1株当り純利益 136.54円 123.77円 73.45円 73.85円 129.56円 140.09円(予)

1株当り配当額 18.00円 18.00円 18.00円 23.00円 30.00円(予) 30.00円(予)

中間配当 5.00円 8.00円 8.00円 13.00円 10.00円 15.00円(予)

期末配当 13.00円 10.00円 10.00円 10.00円 20.00円(予) 15.00円(予)

配当性向 13.2％ 14.5％ 24.5％ 31.1％ 23.2％ 21.4％(予)

自己資本利益率 10.4％ 8.6％ 4.9％ 4.8％ 7.9％
20

配当について
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インド・チェンナイに販売現法の支店を開設

2019.1

グローバル営業体制の強化

22

グルガオン
販売子会社 本社

（2013年10月設立）

ムンバイ

（代理店-本社）

チェンナイ
販売子会社 支店

首都ニューデリー

拠点名：Nissei Plastic (India) Private Ltd. Chennai Office

所在地：33-B, 9th floor, Olympia Platina, South Phase, Guindy 

Industrial Estate, Chennai 600032, Tamil Nadu, India

スタッフ：本社出向者１名、ローカルスタッフ１名 計２名

首都ニューデリー近郊のグルガオンに設立済み
の販売現地法人の支店として、南東部の主要都
市チェンナイに事務所を開設、１月より本格的に
業務を開始しました。
チェンナイ周辺には、ダイムラー、ルノー・日産、
フォード、現代、ＢＭＷ等の完成車メーカーが工
場を構えており、多くの大手部品サプライヤーも
進出を加速させていることから、グローバル戦略
の一環として、主にサービス体制の拡充を図るこ
とが目的です。

同事務所は、チェンナイ国際空港と市街地
との中間地点にあり、チェンナイ近郊の北部・
西部・南部に広がるユーザーをカバーする

上で、交通至便な立地。



ＱＣ棟（品質管理棟）が竣工

2019.1.25

品質管理体制の強化

23

ＱＣ（品質管理）棟建設の目的：

昨年顕著となった産業機械用各種部材の逼迫、原材料価格の高騰、部品加工メーカーの繁忙

による加工遅れ等への対応策として、①グローバル調達部品や内製加工部品の拡大、②部品

加工の協力工場の開拓・増強を推進する上で、一層の品質管理体制の強化を図る必要から、

ＱＣ棟を新設し、最新の検査設備を導入。

昨年８月より建設中であったＱＣ棟が竣工。

３月には最新の３次元測定機を導入し、稼

働を開始しました。 なおＱＣ棟は、当社で

２棟目のＺＥＢ実証事業に採択され、省エネ

性能の高い建築物となっています。

一般検査場（左）、恒温室に設置された三次元測定機（右）



ＺＥＢリーディング・オーナーに登録。
建築物のＺＥＢ化による環境負荷低減を推進。

環境経営の推進

24

★ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは・・・

年間で消費する建築物のエネルギー量を大幅に削減するとともに、

創エネでエネルギー収支「ゼロ」を目指した建築物。

当社は、『ＺＥＢ』を見据えた先進建築物として、50％超の省エネルギーを実現する『ＺＥＢ Ｒｅａｄｙ』に該当。

１棟目の研究開発センターが、建築物省エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）の評価で５つ星を獲得したことから、

『ＺＥＢリーディング・オーナー』の認定を受け、登録いたしました。今後もＺＥＢの普及・拡大に努めてまいります。

設計一次エネルギーの削減量：54％

研究開発センター ＱＣ棟

設計一次エネルギーの削減率：57％

◎高断熱化（高断熱サッシ、高断熱天井）
◎高効率空調機、高効率照明の導入
◎CO2センサーの導入 等

◎高断熱化（高耐熱外壁・屋根・サッシ）
◎高効率空調機、高効率照明の導入
◎CO2センサーの導入 等
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ＰＬＡＳＴＥＣ ＷＥＳＴ ２０１９（米国）に出展

2019.2.5-7

米国では自動車部品関連に加えて、医療関連
の成形加工メーカーも多く、これら業種の精密
成形ニーズにお応えするため、最新の電気式
成形機に搭載された成形支援機能による連続
安定成形を提案しました。

展示会情報

電気式射出成形機

NEX50Ⅳ-5EG
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ＰＭ Ｃｈｉｎａ ２０１９（中国）に出展

2019.3.25-27

粉末射出成形の分野において、世界最大の市場
となっている中国で、国際展示会に出展。
当社は『ＭＩＭ・ＣＩＭの日精』として中国市場で広く
認知されており、従来の電子部品メーカーのみな
らず、自動車部品や医療機器分野に向けて積極
的なＰＲを行いました。

展示会情報

MIM：金属射出成形
CIM：セラミック射出成形

太倉工場製電気式射出成形機

NEX80ⅢT-9E



中国・太倉工場の生産能力を増強

2019.4

グローバル生産体制の強化
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太倉工場では、2014年の移転拡張後、生産機種の拡大を
図り、ＦＶＸシリーズの組立も開始しました。これにより、
組立スペースが手狭となってきたこと、また、射出成形機
のグローバルでの安定供給を実現していくため、太倉工場
の増築を決定いたしました。

増築箇所

増築規模： 幅15ｍ×長さ70ｍ＝1,050㎡

現状８棟 ⇒ 11棟へ増設

投資額： 2,300万人民元 （約３億8,000万円）

スタッフ： 約２割増員へ

竣工予定： ９月中旬
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低床化により作業性・操作性を大幅に向上した
ハイブリッド式竪型射出成形機を５月より受注開始

2019.5.1

新製品情報

New

TWX220RⅢ25V
ワイドなターンテーブル
✓ 大型化・複雑化する金型に対応
✓ 金型の３ステージ化も容易に対応可能

機械全高を従来機比10％減

新設計の複合型締機構により、金型取付面高さを従来機比30％減
✓ 金型交換などの段取替えの作業性が向上
✓ ロボットなど自動化システムの構築が容易

高機能コントローラ 『ＴＡＣＴ Ⅳ』
✓ 視認性・操作性に優れた15ｲﾝﾁＬＣＤ搭載
✓ 品質・生産管理機能、メンテナンス機能の向上

作動油量を従来機より52％削減
✓ イニシャルコストを削減

従来機新型ＴＷＸ

当社独自の
ハイブリッドポンプ搭載で
省エネ特性を発揮



本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきましては、
現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。
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